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1.運行ルート全体位置図 
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：停留所（案） 

：停留所番号 (1) 

想 定 車 両 

 
全長×全幅×全高 

5,080×1,695×2,285 

10 人乗り 

＜運行概要＞ 

運  行 

時 間 帯 
９時～１８時 

ルート 

延長 
4.8km 

運行便数 15 便/日 

運行形態 
片回り循環 

（反時計回り） 

 



2.運行ルートの道路状況（１／２(①～⑫断面)） 

 

※各断面の写真は、進行方向（反時計回り）の向きに撮影したものである。  
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2.運行ルートの道路状況（２／２(⑬～㉔断面)） 

 

※各断面の写真は、進行方向（反時計回り）の向きに撮影したものである 
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3.交通安全対策（案） 

 

 

表 安全対策一覧 

対象箇所 対策案 対策イメージ 

通学路 

①路面標示シートの設置 

 

②通学路標識 

（電柱）の設置 

 

車両制限令 

抵触区間 

③乗務員の運転 

マニュアルの作成 
※次頁参照 

④カーブミラーの設置 

 

 

 

 

 

図 安全対策等の実施箇所位置図 

  

 

：歩道のない通学路で 

かつ車両制限令に抵触 

：歩道のない通学路 

：車両制限令に抵触(通学路以外) 

対策案 
①、② 

対策案 
①、② 

対策案 
①、② 

対策案 
①、②、③ 

対策案④ 

対策案③ 

対策案③ 

区間 1 
L=390ｍ 

区間 3 
L=300ｍ 

区間 5 
L=80ｍ 

区間 4 
L=90ｍ 

区間 6 
L=120ｍ 

区間 7 
L=170ｍ 

区間 8 
L=440ｍ 

対策案④（カーブミラー）設置箇所(案) 

 ：カーブミラー設置箇所 

対策案③ 

区間 9 
L=130ｍ 

対策案 
①、②、③ 

区間 2 
L=100ｍ 

対策案 
①、②、③ 



③乗務員の運転マニュアルの作成 

 

 

a.車両制限令の抵触区間が短い場合のすれ違い方法 

 

・目視にて対向車の有無を確認し、対向車がいる場合には、コミュニティ交通車両は、広いスペ

ースで対向車が通過するまで停車する。 

 

 

 

図 コミュニティ交通と一般車のすれ違い方法 

 

 

 

 

b. 車両制限令の抵触区間が長い場合のすれ違い方法 

 

・車両制限令に抵触する区間において、路側帯の幅員が 0.75ｍ以上ある場合には、コミュニティ

交通車両は、道路端から 0.75ｍを空けて対向車が通過するまで停車する。 

・上記のすれ違い方法を盛り込んだ運転マニュアルを作成し、安全運転を徹底する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 コミュニティ交通と一般車のすれ違い方法 

 

・路側帯が 0.75ｍ未満の場合には、道路端に停車する。 

※断面⑥は、路側帯が 0.75ｍ以上であるが、道路端に停車してすれ違いを行う。 
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